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葬
儀
に
は
仏
弟
子
と
な
る
儀
式
を

い
た
し
、
「
血
脈
」
を
お
授
け
し
ま
す

が
、
こ
の
血
脈
は
正
し
く
お
釈
迦
さ
ま

か
ら
法
を
受
け
継
い
で
き
て
い
る
と

い
う
証
の
も
の
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
を

開
祖
と
し
、
二
十
八
代
目
の
達
磨
大
師

が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
え
、
五
十
代

が
道
元
禅
師
の
師
匠
で
あ
る
中
国
の

如
浄
禅
師
、
そ
し
て
五
十
一
代
が
日
本

の
道
元
禅
師
と
な
り
、
そ
れ
以
後
、
弟

子
た
ち
が
法
を
継
ぎ
、
現
広
厳
寺
住
職

で
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
数
え
て
九
十
二

代
、
九
十
三
代
目
が
檀
信
徒
の
皆
様
と

な
り
ま
す
。
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
、

師
か
ら
弟
子
へ
と
相
続
さ
れ
て
き
た

系
譜
が
血
脈
で
す
。
二
千
五
百
年
前
の

お
釈
迦
さ
ま
の
仏
教
が
現
在
に
至
る

ま
で
連
綿
と
続
い
て
き
て
い
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
は
、
「
真
似
を

す
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
「
学
ぶ
」
の
語
源
は
「
真
似

ぶ
」
と
さ
れ
、
仏
さ
ま
の
真
似
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
『
成
仏
』
す
な
わ
ち

仏
に
成
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
行

い
」
、「
言
葉
」
、「
思
い
」
そ
れ
ぞ
れ
仏

の
教
え
に
か
な
っ
た
も
の
に
な
る
よ

う
に
心
掛
け
て
、
真
似
を
し
続
け
る
。

こ
れ
が
仏
教
を
信
仰
す
る
も
の
の
生

き
方
で
す
。 

平
成
二
十
四
年
度
年
回
表 

 
[

回
忌]

 
 
 
[

没
年]

 

一
周
忌 

 
 
 
 

平
成
二
十
三
年 

三
回
忌 

 
 
 
 

平
成
二
十
二
年 

七
回
忌 

 
 
 
 

平
成
十
八
年 

十
三
回
忌 

 
 

平
成
十
二
年 

十
七
回
忌 

 
 

平
成
八
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
二
年 

二
十
七
回
忌 

昭
和
六
十
一
年 

三
十
三
回
忌 

昭
和
五
十
五
年 

五
十
回
忌 

 
 

昭
和
三
十
八
年 

百
回
忌 

 
 
 
 

大
正
二
年 

 

＊
今
年
の
年
回
忌
の
ご
案
内
は
、 

昨
年
十
二
月
に
正
当
の
各
家
に 

通
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

＊
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申 

し
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

▼
「
周
」
は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を
意
味

す
る
言
葉
で
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ

う
ど
一
め
ぐ
り
し
た
翌
年
の
そ
の
日
を

一
周
忌
と
呼
ぶ
。
回
忌
と
は
亡
く
な
ら

れ
た
日
を
最
初
の
忌
日
と
考
え
て
、
三

回
目
の
忌
日
が
「
三
回
忌
」
と
な
る
。

以
降
は
丸
六
年
目
が
七
回
忌
と
な
る
。 

広厳寺の宗旨 曹洞宗（そうとうしゅう） / 開祖 道元禅師 / 本山 福井県永平寺 神奈川県總持寺 

 

汝
等
比
丘
、
常
に
当
に
一
心
に
出
道

を
勤
求
す
べ
し
。
一
切
世
間
の
動
不
動

の
法
は
、
皆
是
れ
敗
壊
不
安
の
相
な
り
。 

汝
等
且
く
止
み
ね
、
復
た
語
い
う
こ

と
勿
れ
。
時
将
に
過
ぎ
な
ん
と
欲
す
、

我
れ
滅
度
せ
ん
と
欲
す
。
是
れ
我
が
最

後
の
教
誨
す
る
所
な
り
。 

遺
教
経 

  

修
行
者
よ
、
い
つ
も
一
心
に
仏
道
を

求
め
る
が
よ
い
。
一
切
世
間
の
有
り
よ

う
は
す
べ
て
無
常
で
あ
る
か
ら
、
た
だ

一
心
に
仏
道
を
修
行
し
て
、
解
脱
を
求

め
よ
。
み
な
の
者
よ
、
し
ば
ら
く
止
み

ね
、
ま
た
語
る
の
を
止
め
よ
。
暫
く
静

か
に
せ
よ
、
時
が
過
ぎ
て
い
く
、
私
は

滅
度
す
る
。
今
、
私
が
説
い
た
こ
と
は
、

私
の
最
後
の
説
法
で
あ
る
。
さ
ら
ば
、

弟
子
た
ち
よ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
原
泰
道
訳 

 

遺
教
経
は
お
釈
迦
さ
ま
が
お
亡
く
な

り
に
な
る
と
き
に
、
集
ま
っ
て
い
た
弟

子
た
ち
に
説
い
た
最
後
の
教
え
で
す
。 

「
こ
の
世
は
無
常
で
あ
る
、
生
あ
る
も

の
は
必
ず
滅
す
る
。
私
と
て
同
じ
で
あ

る
。
限
り
あ
る
命
を
大
切
に
仏
道
修
行

に
励
み
な
さ
い
。
」
二
月
十
五
日
、
お
釈

迦
さ
ま
は
こ
の
言
葉
を
最
後
に
イ
ン
ド

の
ク
シ
ナ
ガ
ラ
、
沙
羅
樹
の
林
の
中
で
、

大
勢
の
弟
子
、
動
物
、
虫
等
の
沢
山
の

生
き
物
に
囲
ま
れ
て
、
八
十
歳
の
生
涯

を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

涅 槃 図 


